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安部医師は ｢血友病の権威者｣として､また1983年に発足した (旧)厚生省の ｢エイズ
研究班｣班長として､国内の血友病治療と薬事行政に特別な影響力をもっていたが､刑事
裁判で問われたのは､専門家としての責任ある判断､また特別な影響力ある判断にミスは































































のは､おおよそのところ ｢社会構成員各自の権利の公正 ･平等な分配｣と理解される ｢正
義｣､いわゆる ｢分配的 (distributive)正義｣に関する議論である｡これに対して､私がこ
こで問題にしたい ｢正義｣は､｢免責によって正義は失われるか｣という問いにあらわれ
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